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発刊にあたって

本書は，国庫補助を受けて実施した，平成２３年度原の辻遺跡調査研究事業の報告書で

す。

原の辻遺跡は，これまでの調査で，多重の環濠や日本最古の船着き場跡などが確認さ

れるとともに，中国や朝鮮半島との盛んな交流を物語る数多くの遺物が出土しているこ
こくゆう

とから，中国の歴史書「魏志倭人伝」に記載された「一支国」の国邑と特定されました。

「魏志倭人伝」の中には３０余りの国の名前が記されていますが，国邑が特定されたのは

原の辻遺跡だけで，当時の国の規模や構造を解明できる非常に学術的な価値の高い遺跡

とされ，平成１２年１１月には弥生時代の集落遺跡としては全国で３例目の特別史跡の指定

を受けました。

平成２３年度の範囲確認調査は，壱岐市石田町石田東触字柏田，石田西触字原ノ久保及

び芦辺町深江鶴亀触字不條の３箇所で実施しました。その結果，柏田地区では旧石器，

近世陶磁器，原ノ久保地区では旧石器，弥生土器，貿易陶磁器が出土しました。また，

不條地区では河川跡や弥生時代中期の石列遺構が確認されました。

発掘調査の実施に当たり，ご理解とご協力をいただきました地元関係者の方々に深く

感謝申し上げますとともに，これらの調査成果が学術的な資料として広く活用され，地

域の方々の郷土を理解する資料として役立てていただければ幸いです。

平成２４年３月３１日

長崎県教育委員会教育長

渡 辺 敏 則



例 言
１．本書は，原の辻遺跡調査研究事業に伴って実施した，平成２３年度の原の辻遺跡発掘調査報告書で

ある。

２．本事業は，遺跡範囲内の環濠や旧地形等の状況調査を目的として，平成１４年度から実施している。

３．本書に収録した調査区の所在地は，長崎県壱岐市石田町石田東触柏田，石田西触原ノ久保，芦辺
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� 遺跡の立地する環境
１．地理的環境
九州北西海上の玄界灘に浮かぶ壱岐島は，福岡県・佐賀県と対馬市の間に位置し，東西約１５�，南

北約１７�，総面積約１３８．８�の亀形をした島である。これは，離島を多く抱える長崎県の中では５番

目の広さの島となる。平成１６年（２００４）に４町が合併して壱岐市となり，現在人口は約３万人である。

本土との交通手段としては海上交通が主であり，福岡市博多とフェリーで約２時間半，高速艇で約１

時間，佐賀県唐津市まで約１時間半で結ばれている。一方，長崎県との交通手段は１日２往復する空

路のみである。このため，行政区分上は長崎県に属するものの，経済的・文化的な繋がりは福岡県と

の結びつきが強い。

３世紀の中国の歴史書『魏志』倭人伝の中で「…居る所絶島…土地は山険しく，森林多く，道路は

禽鹿の如し…」と記され険しい山々からなる対馬とは対照的に，壱岐島は平坦な地形であり，高度１００

�を越す山地が占める面積は極めて小さく，島内最高峰の岳の辻でも標高２１３�に過ぎない。島の西

から東にかけて島内最大の河川である幡鉾川が流れ，内海湾に注ぐ。この川の下流には，沖積平野と

しては県内最大の平野である深江田原が広がり，米・麦・たばこ・大豆などの栽培が年間を通じて行

われており，県内有数の穀倉地帯となっている。そのため，壱岐島では県内で耕地率が最も高く，水

産業はもとより農業も基幹産業となっている。これは，平地が少ない長崎県内の離島では見られない

壱岐島ならではの特色といえよう。この深江田原の中に原の辻遺跡は位置しており，舌状に張り出し

た標高６～１８�の台地を中心に約１００�の規模を誇る。

島の基盤岩は，第三紀に形成された砂岩・頁岩・凝灰岩からなる勝本層群である。その上に壱岐層

群が形成されており，これらの上に主として第四紀に形成された玄武岩が広く覆っている。この玄武

岩層の割れ目には豊富な地下水が湧いており，現在でも壱岐の人々の生活を潤している。

第１図 壱岐島位置図
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２．歴史的環境
壱岐島における旧石器時代の遺跡は，原の辻遺跡をはじめ，カラカミ遺跡，興触遺跡などの数ヶ所

で確認されている。ナイフ形石器，台形石器，細石器等が出土しているほか，原の辻遺跡ではナウマ

ン象の臼歯も出土している。

縄文時代の遺跡は壱岐島西側沿岸に点在しており，鎌崎遺跡，名切遺跡，松崎遺跡などをあげるこ

とができる。壱岐における初めての縄文時代の遺跡の発掘事例となった名切遺跡では，直径・深さ１

�程の貯蔵穴３０基が確認され，底面からドングリなどの堅果類が出土した。また，多様な石器も出土

している。

弥生時代の遺跡は壱岐島内で約６０箇所が確認されているが，代表的な遺跡は原の辻遺跡である。こ

の遺跡は明治時代に発見されており，戦後になって東亜考古学会，九学会，長崎県教育委員会等に

よって発掘調査がなされてきた。平成５年（１９９３）以降本格的な調査が始まり，三重の大規模な環濠

集落跡であることや，石積みの船着き場を有する大規模な集落であることが確認された。さらに，そ

れまでの調査結果から「一支国」の拠点集落であるとされ，『魏志』倭人伝に登場するクニの中心地

が特定された唯一の遺跡と評価された。そして，平成１２年（２０００）には国の特別史跡に指定された。

原の辻遺跡の最大の特徴は，東アジアとの交流を物語る遺物が多量に出土している点であり，三韓系

瓦質土器や楽浪系土器などの韓半島系土器，五銖銭・大泉五十・貨泉などの中国貨幣，中国製鏡など

が含まれる。『魏志』倭人伝には，一支国について「南北市糴す」と記されている。これらの遺物は，

まさにそれを裏付けるように，海を越えての活発な交流が行われていたことを証明するものといえよ

う（宮�２００８）。

原の辻遺跡の周辺集落として，車出遺跡やカラカミ遺跡をあげることができる。車出遺跡は幡鉾川

河口から約５�遡上した山間部の狭い平野に位置し，方格規矩鏡や貨泉，卜骨などが出土している。

カラカミ遺跡は壱岐島内中央部やや西側，標高８０�程の丘陵部に位置する。ここからは，鯨の骨で

作ったアワビオコシや釣針，銛といった漁労具，韓半島系土器，卜骨などが出土している。以上の点

から，カラカミ遺跡は原の辻遺跡ほどには及ばなかったものの，漁労を中心とした生活を行い，東ア

ジアとの交流も活発に行っていた集落であったと推測される。今後，この両遺跡と原の辻遺跡との関

係の究明が待たれるところである。

上述の３つの遺跡は壱岐島内陸部に位置するが，海岸部にも弥生時代の遺跡がみられる。その中で

特筆すべきは，壱岐島の北部勝本町に位置する天ヶ原セジョウ神遺跡である。昭和３６年（１９６１），海

岸線の護岸工事の際に中広銅矛３本が出土した。勝本町は壱岐島の最北端で古代より海外交流に際し

ての重要寄港地として位置づけられていたことから，大陸に向かって出立する船の安全航行を祈願す

るために埋納されたのではないかと考えられている（須藤１９８５）。

原の辻遺跡を中心に繁栄をみてきた一支国であったが，２世紀の後半から土器などの遺物が一括遺

棄され，弥生終末から古墳初頭期には濠が埋没された状況がみられる。４世紀中頃に入ると原の辻大

集落は解体されていく。その要因としては，国内や当時の東アジア情勢の変化が指摘されている。韓

半島においては，楽浪郡が３１３年，帯方郡が３１４年に，それぞれ高句麗によって滅ぼされた。中国との

対外交渉の窓口であった楽浪郡と帯方郡を失ったことは衰退の決定的な打撃となった。また，国内で

は「邪馬台国連合政権」から「ヤマト政権」へと権力が移行する期間であり，その移行過程の中で存

立基盤を失っていったものと考えられる（宮�２００８）。このように，壱岐では５世紀後半に大塚山古
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墳が出現するまでいわゆる「空白の１世紀」を迎えることになる。

壱岐では現在約２８０基の古墳が確認されているが，その大部分が６世紀から７世紀に築造されたも

のである。形状は円墳が主であり，これらの古墳のうち９０余基が壱岐の中央部に集中している。県内

最大の前方後円墳である双六古墳，玄室に地元の凝灰岩を利用したくりぬき式の家形石棺をもつ掛木

古墳，捕鯨の線刻画が側壁に描かれた鬼屋窪古墳などがその代表例である。また，県内最大級の円墳

である笹塚古墳からは，亀形飾金具に代表されるような金銅製の馬具が多数出土しており，国の重要

文化財に指定されている。このように，壱岐には特色のある古墳が多数存在し，しかも県内にある古

墳のうち約６割が壱岐に集中している。これは，壱岐の首長が，弥生時代より壱岐に伝わる卜占の特

殊技能を重宝した「ヤマト政権」内部において卜部として重要な役割を担っていたことの証左である

といえよう（中上１９９５）。古墳の築造時期に注目してみるならば，５２７年の筑紫国造磐井の乱の際，

「伊吉島造，磐余玉穂の朝，石井に従える者，新羅の海辺の人を伐つ。天津水凝の後の上毛布直の造

なり」という記事が『舊事紀』の中にみえる。壱岐の豪族たちは，この功績を「ヤマト政権」によっ

て称えられ，その恩賞として経済的な援助をうけ，巨大な古墳を築造することが可能になったのでは

ないかと考えられる（中上１９９５）。

律令体制下においては，壱岐は対馬同様下国とされ，壱岐郡と石田郡が設置された。島内には国府

と郡家が設置され，壱岐直氏の系列が郡司職を世襲した。原の辻遺跡からも貢物や古代の食糧支給に

関する内容を記した木簡が５点出土している（平川１９９５）。天平１３年（７４１）に国分寺建立の詔が発せ

られると，壱岐国にも国分寺建立計画が立てられたが，当時の壱岐国では度重なる自然災害，疫病や

飢饉が蔓延しており，財政面からも新たに国分寺を建立することは不可能であったと考えられる。そ

のため，壱岐直氏の氏寺を嶋分寺としたことが『延喜式』の中に記されている。この壱岐嶋分寺に関

しては，当時の芦辺町教育委員会と長崎県教育委員会が発掘調査を行っている。特筆すべきは，平城

京第一造営期（和同元年～養老５年）に使用されたものと同形式の複弁八弁蓮華文の軒丸瓦や均正唐

草文の軒平瓦が出土したことである。当時の九州各地の寺院では大宰府様式の瓦が多く使用されてい

るなかで，壱岐だけが平城京の瓦を使用しているということは，当時の朝廷が，下国とはいえども壱

岐を政治上・外交上重要視していたこと，さらに，壱岐氏が朝廷内で依然一定の勢力を保持していた

ことを物語っているといえよう（高野１９９１）。

古代においても，壱岐は東アジア諸国との交流の要衝であった。その一方で国防の島でもあった。

白村江の戦いの敗戦後，６６４年に壱岐には烽が設置され，東国地方から集められた防人たちが壱岐に

も配属された。しかし，律令体制が崩壊するにつれ防備体制も弛緩するようになり，度々新羅や正体

不明の海賊によって襲撃をうけている。特に寛仁３年（１０１９）の女真族による刀伊の入寇では大打撃

を受け，壱岐守藤原理忠も戦死している。このとき大宰権帥藤原隆家の指揮のもと，九州武士団が最

終的にこれを撃退したが，以後も海峡を隔てて外敵の侵入は繰り返された。

壱岐島における最大の外敵の侵入は，中世鎌倉時代の蒙古襲来であろう。文永１１年（１２７４）１０月，

朝鮮の合浦を出発した元の大軍は，まず対馬島内を殲滅した後，壱岐の北西海岸に姿を現した。この

時，壱岐の守護代平景隆は，家来百余騎を引き連れ勇猛に戦ったものの最後は力尽き，樋詰城で自刃

した。２度目の襲来である弘安の役（１２８１年）でも壱岐は大きな被害を被った。この時，指揮をとっ

たのが守護代少弐資時である。資時は弱冠１９歳にして居城船匿城から兵を率いて蒙古軍と激戦を繰り

広げたが，最後は戦死した。この２度にわたる蒙古襲来における壱岐の凄惨な様子は，鎌倉中後期に
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成立したと考えられる『八幡愚童訓』の中にも記されている。現在，船匿城のあった芦辺町瀬戸浦一

帯は「瀬戸浦古戦場」として県史跡に指定されており，この付近には，資時軍・蒙古軍を問わず犠牲

となった人々を弔っている「千人供養塚」，蒙古軍から逃れるために設けられた「中山の隠れ穴」，少

弐資時の墓がある少弐公園があり，壱岐の観光名所の１つとなっている。

室町期に入ると，壱岐は，志佐・佐志・呼子・鴨打・塩津留の松浦五党による分割統治が行われた。

志佐氏の代官真弓氏の居城であった覩城跡は原の辻遺跡の西約１�に位置し，平成８年（１９９６）と平

成１７年（２００５）に発掘調査が行われた。その結果，１４世紀頃の高麗青磁や粉青沙器，ベトナムやタイ

産の陶磁器が出土した（河井・田中２００６，川口１９９７）。この時期は倭寇が活発化していた時期であり，

志佐氏もそれに名を連ねて東アジアと積極的に交易を行っていたことが裏付けられた。このように，

東アジアとの対外貿易を経済的基盤として壱岐を支配していた松浦五党であったが，文明４年（１４７２）

に肥前上松浦岸岳城主波多氏によって侵攻を受ける。この時，松浦五党の代官は覩城で防戦したが敗

北を喫した。以後，壱岐は波多氏が支配することになるが波多氏内部で騒擾が起こり，波多氏とその

家老日高氏が争うようになった。波多氏は対馬の宗氏を頼り，一方の日高氏は平戸の松浦鎮信と姻戚

関係を結び，両者は元亀２年（１５７１）に一戦を交えることになる。これは「浦海の合戦」と呼ばれて

いる。この合戦によって日高氏が勝利を収めることになるが，結果的に壱岐は平戸の松浦氏の領地と

なった。以後，松浦氏は明治維新まで壱岐を領有することになる。その後，明治政府は平戸藩統治領

を長崎県に編入した。壱岐が長崎県に属している遠因は，この「浦海の合戦」に求めることができる

（中上１９９５）。

松浦鎮信は，九州を平定した豊臣秀吉によって平戸・壱岐の所領を安 された。その後，秀吉は朝

鮮出兵を企図するが，この時，松浦鎮信は秀吉によって壱岐島北部の風本（勝本）の地に築城を命じ

られる。『壹岐名勝圖誌』には「夜の中に手々に石を持上げ築けり」とあり，勝本城はおよそ４ヶ月

の突貫工事で築城され，食糧・武器・軍馬などの兵站基地としての役割を担ったが，慶長の役後に取

り壊された。現在は城山公園として整備され，国指定史跡となっている。

関ヶ原の戦いで東軍についた松浦鎮信は，徳川家康により６万３千石の所領を安 され，ここに平

戸藩が成立する。壱岐は平戸藩領として引き続き松浦氏によって統治された。平戸藩は行政区画とし

て壱岐郡と石田郡の２郡を設置し，在方では２４の村を置き，その下に「触」とよばれる小地域を設け

た。漁村では「浦」と呼ばれる行政区画を用い，８つの浦を設定した。現在でも，壱岐市では各地名

に「触」・「浦」という呼称が用いられている。

【参考文献】

河合雄吉・田中聡一 ２００６『覩城跡・車出遺跡』壱岐市文化財調査報告書 第８集

川口洋平 １９９７『覩城跡』原の辻遺跡調査事務所調査報告書 第３集

正林護・宮�貴夫 １９８５『カラカミ遺跡』勝本町文化財調査報告書 第３集

須藤資隆 １９８５「第三節 弥生時代の勝本」『勝本町史』

高野晋司 １９９１『壱岐嶋分寺Ⅰ』芦辺町文化財調査報告書 第５集

中上史行 １９９５『壱岐の風土と歴史』

平川南 １９９５「長崎県壱岐郡原の辻遺跡出土の木簡」『原の辻遺跡』長崎県文化財調査報告書 第１２４集

宮�貴夫 ２００８『原の辻遺跡 壱岐に甦る弥生の海の王都』同成社
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３．民俗的環境
ここでは，原の辻遺跡が所在する芦辺町深江鶴亀触一帯の民俗的環境について述べる。深江鶴亀触

一帯の民俗として特筆すべきものは幡鉾川における「川祀り」である。

� 深江鶴亀触の川祀り
た こ う と つ あい

深江鶴亀触では田川渡橋と津合橋の２箇所で川祀りが行われている。このうち田川渡橋の川祀りに

ついては喜多正によって詳細な記録が作成されている（喜多２０１１）。喜多の記録を基に川祀りの概要

について整理すると次のとおりである。

（�）田川渡橋の川祀り

田川渡橋の西側，幡鉾川北岸に２基の石製小祠と２体の自然石が祀られている（写真１）。ここで
せ じょうまつり

は小坂谷，宇竜谷，西谷の３つの講中が川祀りを行っており，小坂谷と宇竜谷は春の施穣祭の日に講

員全員で，西谷は年４回旧暦２９日（正月川，３月川，６月川，１１月川）に各戸輪番で行っている。川

祀りでは川の神が好む甘酒等を供える。供えるものは次のとおりである。

�シロ酒（甘酒）または清酒を供える。
しとぎ

�粢１２個（閏年は１３個）を供える。

�女竹で作った酒樽１２本（閏年は１３本）を長さ２５�程度の竹で筒に紐をつけてまとめて吊るし，中

に粢のとぎ汁を注いでシロ酒の代用とする場合もある。その場合清酒を別に供える。

�女竹を割って作った棚（３０�四方程度）を吊るし，棚の上に粢を並べて供える。

�寺から川祀り幡１流れを受けてきて川の神のまわりに吊るす。

川祀り幡には「奉請念中央吉祥天王 奉請念東方持国天王 奉請念南方増長天王 奉請念西方広

目天王 奉請念北方多聞天王」と吉祥天及び四天王が書かれている。

川祀りの目的は川の神に許しを請うことで，各家庭から流れ出る不浄（汚水・屎尿）が川に流れ込

むことによって起こる災い（疫病，洪水，水難事故）を避けると同時に講中の安穏と五穀豊穣を願う

ものである。

（�）津合橋の川祀り

津合橋の西側，幡鉾川北岸に３基の石製小祠が祀られている（写真２）。ここでは前目講中が田川

渡橋の西谷講中と同様に年４回旧暦２９日（正月川，３月川，６月川，１１月川）に各戸輪番で川祀りを

行っている。

� 川祀りの特質

川祀りは深江鶴亀触に限らず広く壱岐島内で行われている。山口麻太郎によると壱岐では川の神に

は２種類あり，それぞれ「川の神」と「カワの神」と区別して考えられている。「川の神」は川の側

やため池に座す神で河童はその使いであるとか，川の神そのものであると考えられている。広く水を

司る神とされている（註１）。一方「カワの神」は井戸に座す神で，飲料水を司る神であるとされて

いる（山口１９３４）。この両者の川祀りについて喜多はさらに詳細な説明を加えているが（喜多２０１１），

田川渡橋と津合橋の川祀りはいずれも「川の神」（喜多分類のＢ型）を祀る型式である。深江鶴亀触

では橋ごとに川祀りが行われ，生活排水に起因する災いを避けるという目的意識を持っていることが

注目される。深江鶴亀触の川祀りが歴史的にいつまで遡るものかは詳細に知りえないが，壱岐で最も

広い平野である深江田原では水田農耕や畑農耕が古くから行われていたという歴史的環境が，水，特
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に排水に関して特別な意識を持つという民俗的心性の形成に大きな影響を及ぼしている可能性が高い。

このようにこの地域における歴史的環境を評価する上で民俗が果たす役割も小さくないといえるであ

ろう。

註１ 川の神は山口によると春雨の夜などに「ヒョー，ヒョー」と鳴きながら一定の道筋に沿って移動する

といい，着物の袖をかぶってみると川の神の正体が見えるという（山口１９３４）。喜多正氏からの聞き

取りによれば，川の神の正体をみた者は病気になったり，死ぬといわれているという。川の神が禁忌

（タブー）視されている点も興味深い。なお，喜多氏によれば「ピーポ」と鳴くともいわれ，正体は

トラツグミではないかとみる考えもあるという。

【引用文献】

喜多正 ２０１１「壱岐島の民俗あれこれ」『島の科学』４８

山口麻太郎 １９３４『壱岐島民俗誌』一誠社

写真１ 田川渡橋の川祀り（２００９年６月１８日撮影）

写真２ 津合橋の川祀り（２０１１年１２月２７日撮影）
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� 調査に至る経緯
原の辻遺跡は，壱岐在住の小学校教員松本友雄によって明治３７年（１９０４）から明治３８年（１９０５）頃

に発見された。その後，昭和２年（１９２７），松本はこれまでの調査結果をまとめるかたちで原の辻遺

跡を中央の学会誌に紹介し，その存在が認知されるようになった。

昭和１４年（１９３９），旧制中学校教員であった鴇田忠正は，耕地整理によって削られた原の辻台地北

端の崖面から３層の遺物包含層を確認し，各層の土器を北部九州の弥生式土器編年と比較することで

検討を行い，中期から後期へ移行する過程の土器と位置づけ，昭和１９年（１９４４）に「長崎県壹岐郡田

河村原の辻遺蹟の研究」としてまとめた。

戦後の昭和２６年（１９５１）から昭和３６年（１９６１）には，京都大学や九州大学を中心に組織された東亜

考古学会によってはじめて本格的な発掘調査が行われ，この時の発掘調査では，大量の弥生土器の他，

各種鉄製品，青銅器，韓半島系土器，楽浪系土器が出土したことから，韓半島や大陸との関連性が指

摘され，中央学界でも注目を集めた。しかし，この頃から始まる高度経済成長期の世相を反映してか

地元の遺跡保存に対する認識は薄く，遺跡の位置する丘陵周辺は畑地から水田への転換が図られた。

このため，遺跡の破壊が進行することになる。

昭和４９年（１９７４），現在の石田高原地区における水田改良工事の際，甕棺墓や箱式石棺墓からなる

墓域が検出された。そのため，長崎県教育委員会は緊急発掘調査を行い，１，０００�の範囲に甕棺５１基，

石棺１９基以上，溝４条を確認し，副葬品として戦国式銅剣，鉄製品，トンボ玉，ガラス玉，勾玉，管

玉などが出土した。これを契機に，昭和５０年（１９７５）から昭和５２年（１９７７）にかけて長崎県教育委員

会が範囲確認調査を実施した結果，大川地区，原ノ久保Ａ・Ｂ地区において新たな墓域やＶ字状の溝

が確認され，陶質土器や中国鏡，有鉤銅釧などが出土した。これにより，遺跡の範囲が台地の南側ま

で広がることが確認された。

平成に入ると，幡鉾川流域総合整備事業が計画され，それに伴う発掘調査が台地周辺の低地部を中

心に行われた。平成３年（１９９１）から平成４年（１９９２）の範囲確認調査を経て，平成５年（１９９３）以

降，広大な面積の発掘調査が実施された。その結果，遺跡は１００�の範囲にも及び，台地を多重環濠

で囲む大規模環濠集落であることが判明した。平成７年（１９９５）には，原の辻遺跡が『魏志』倭人伝

に記された「一支国」の王都であることが確定し，翌年の平成８年（１９９６）には，弥生時代中期前半

に築かれた日本最古の船着き場遺構が発見された。この一連の発掘調査の成果により，平成９年

（１９９７）に原の辻遺跡は国史跡に指定され，平成１２年（２０００）には特別史跡に指定された。

平成１４年（２００２）以降は，原の辻遺跡の集落構造の把握を目的とした調査研究事業が進められてい

る。丘陵北東部の発掘調査においては，土坑群や竪穴住居群などの遺構の実態が明らかにされ，その

資料が蓄積されるとともに，時期別の変遷についても明らかになりつつある。また，環濠についても

過去７度にわたる調査結果から複数の環濠があったことが確認され，その資料の集積に基づいて平成

２２年度に復元整備が行われた。丘陵西側低地部にあたる不條・八反・鐙ノ池地区では，船着き場跡，

水田畦畔跡，多重環濠，弥生時代から古墳時代にかけての水田遺構やそれに関わると考えられる多数

の溝など，丘陵部とは異なる様相を呈している。

平成２３年度は夏と秋に２回調査を行い，夏の調査では，５月２６日から７月２９日にかけて墓域の広が
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りの解明と環濠などの重要遺構の確認を目的として柏田・原ノ久保地区を調査した。柏田地区は丘陵

部南東に位置し，原ノ久保地区は遺跡範囲の南端に位置する。秋の調査では，１０月７日から１２月２６日

にかけて船着き場遺構周辺の重要遺構の確認を目的として不條地区を調査した。

図２ ２０１１年度調査研究事業調査区位置図（１／８，０００）
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� 調 査
１．柏田地区
� 調査概要

調査対象地はかつて水田だったところで、現在は農業放棄地となっている。南西から北東にのびる

低丘陵の先端部に位置し、調査歴はない。調査対象地の南西に位置する大川地区では、長崎県および

壱岐市（旧石田町を含む）による発掘調査で多くの墳墓遺構が確認されている。

調査区は南北２０�、東西５�の１００�を設定し、発掘調査は平成２２年５月２６日から開始し、７月２９

日に終了した。

自然地形は南側の低丘陵部から北へ傾斜する。調査区南側で地表面（約８．２�）から約０．３�、北側

で約１．３�の深さで地山（自然堆積無遺物層）を検出した。所々で不定形のプランが検出されたが、

明確な掘り込みではなく、何らかの植物根の跡であろうと推測されたので遺構と判断しなかった。

� 土層

�～�層に分割した。�層は耕作土および造成土（水田造成時か？）で旧石器が混じる。部分的に

�層（地山）の土粒が混じるが、これは南側の低丘陵部側を切り土し、南側へ盛り土したものと思わ

れる。�層は水田以前の耕作土で粘り気のないパサパサした土質から畑作土と思われる。旧石器およ

び近世磁器が混入する。�層も�層同様に土質から畑作土と思われる。遺物は含まれていなかった。

�層も土質は�～�層に似ており、かつての畑作土と判断した。旧石器が含まれるが、出土状況など

から客土とともに移動してきたものと思われる。�層は自然堆積の無遺物層である。

� 遺物

�石器

柏田地区においては２１点の石器が出土した。その技術的特徴から旧石器時代の所産と考えられる。

多くは水田造成のための客土（�層）中から出土し、それより下位の包含層（�層および�層）から

出土した石器についても出土状況から客土とともに移動したもので、原位置は保持していないと思わ

れる。製品は７の台形石器のみで、その他石核・剥片・チップが見られる。

７は台形石器である。器軸に直交するように剥片の刃縁を横位に用いる。両側縁は折り取った後に

腹面側からやや内湾気味に整形剥離が施される。石材は腰岳・牟田系の黒曜石。８～９は剥片。打面

を有し、先行剥離はいずれも同一方向からおこなわれており、不定形ながらも石刃技法の特徴を持つ。

１１は自然面打面の石核で半割した石の分割面を作業面に設定して剥離作業を行っている。石材は青灰

色を帯びた黒曜石で針尾島産。１２は磯道技法による石核。打面は単設で円礫の上端部に作業面側から

打面を作り出す。作業面は正面のみで、石核調整は行われていない。剥離作業が進行した個体であり、

末端部は作業面の内に深く入り込む。

柏田・原ノ久保地区

―９―



２．原ノ久保地区
� 調査概要

調査対象地はかつて果樹園だったところで、現在は農業放棄地となっている。原の辻遺跡の南側に

位置し、調査歴はない。調査対象地の北側に位置する原ノ久保Ａ地区と呼ばれる区域では、平成８年

および平成１２年の発掘調査で墳墓遺構が多数確認されている。

調査区は南北１５�、東西２０�の３００�を設定し、発掘調査は平成２２年５月２６日から開始し、７月２９

日に終了した。

自然地形は西から東へ傾斜する。調査対象地の東側に隣接する水田面とは約１�の標高差がある。

地表面（１３．３�～１３．９�）から約０．５�の深さで地山（自然堆積無遺物層）を検出した。

� 土層

�層は果樹園の耕作土（表土）で、多くの旧石器が混じる。�層は造成土で、検出した溝の堆積（充

填）土となる。�層は畑作土と思われる。�層は地山（自然堆積無遺物層）である。

� 遺構

近現代のものと思われる溝を７条（SD０１～SD０７）、性格不明の落ち込みを１基（SX０１）、弥生土器

（壺）を廃棄したような穴を�基（SX０２）検出した。

� 遺物

�土器

１～４は表採資料、５は SX０２、６は�層の出土である。１～３は弥生土器の甕（口縁部）である。

弥生時代中期後半の資料である。４、６は同じく弥生土器の壺で、３は口縁部で中期後半から後期初

頭、６は後期前半の特徴をもつ。６は土製の漁錘で、欠損している。

�石器

原ノ久保地区からは５８点の石器が出土した。全てが果樹園造成の際の客土（�層）中から出土して

いる。製品にはナイフ形石器、台形石器、角錐状石器等がある。その他には剥片、チップが出土して

おり、それらの技術的特徴から旧石器時代に属すると考えられる。石材は全て腰岳・牟田系の黒曜石

である。

１３はナイフ形石器。幅広の剥片を素材とする。背面側には同一方向から剥離された先行剥離が残さ

れており、連続的な剥離工程のなかで獲得された剥片である。打点側の１側縁を加工して柳葉形状に

仕上げる。石材は黒曜石であるものの、素材やその剥離技術、形状は国府型の特徴を備える。在地の

石材を用いた国府系ナイフと呼ぶべき資料である。１４～１５は台形石器。１４は器軸に直交するように剥

片の刃縁を横位に用いて、厚みのある打点側のみを折り取る。両側縁には整形剥離が施され、刃縁側

は特に入念に調整が行われている。他方、１５は側縁を折り取る代わりに成形剥離を施して形を整えた

資料である。１６～１７はサイドスクレイパー。１６は不定形剥片の左側縁下端に腹面側から片刃の調整が

入れられる。素材の剥片は自然面を背面に残しており、剥片生産の初期に獲得されたものである。１８

柏田・原ノ久保地区
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は石刃。打点部は消失するものの、剥離方向は先行する剥離と同一で、連続的な剥離作業の中で得ら

れた剥片である。１９～２０は角錐状石器。１９は腹面側から側縁に急角度の整形剥離を施して稜を形成す

る。素材剥片の打点側を基部とし、刃縁側を先端部として尖らせる。甲板面には目立つ調整は施され

ていない。２０は素材剥片の打点周辺を横位に用いる。腹面側から４面、求心的に急角度で整形剥離が

行われている。一応の角錐状石器の特徴を備えるものの、背面の基部から稜の頂部にかけては自然面

が残り、またその他の調整加工も散漫であるから未成品であろう。２１～２３は剥片。２１はやや大形の剥

片で、自然面から直接打撃が加えられる。背面の先行剥離とは加撃方向が直交しており、打面転移の

結果生じた剥片である。

柏田・原ノ久保地区
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報告
番号

調査地区 遺構 層位 色・色相（Hue）：外面 色・色相（Hue）：内面 胎土 器種
調整手法 備考 遺物 ID

１
原ノ久保 表土採取 － にぶい褐７．５YR５／４ にぶい黄橙１０YR６／４ 長石 石英 金雲母 甕
外面：ヨコナデ 口縁部 ２０１１０４‐０１５

２
原ノ久保 表土採取 － 橙７．５YR７／６ 橙１０YR７／６ 長石 石英 金雲母 甕
外面：ヨコナデ 内面：ヨコナデ 口縁部 ２０１１０４‐０１４

３
原ノ久保 表土採取 － 橙５YR６／６ にぶい橙７．５YR６／４ 長石 石英 金雲母 甕
外面：ヨコナデ 内面：ヨコナデ 口縁部 ２０１１０４‐０１７

４
原ノ久保 表土採取 － 橙２．５YR６／８ 橙２．５YR６／８ 長石 石英 金雲母 甕
外面：ヨコナデ 内面：ヨコナデ 口縁部 ２０１１０４‐０１６

５
原ノ久保 SX０２ － 橙７．５YR７／６ 橙５YR６／８ 長石 石英 金雲母 壺
外面：ハケメナデ 内面：ハケメナデ 指オサエ 胴部 ２０１１０４‐０２１

６
原ノ久保 － �層 橙７．５YR７／６ － 長石 石英 土錘
－ 破片 ２０１１０４‐００９

表１ 土器観察表

柏田・原ノ久保地区

図５ 原ノ久保地区 出土土器（１／４）
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報告番号 調査地区 遺構 層位 長（�） 幅（�） 厚（�） 重量（�） 器種 石材 遺物 ID
７ 柏田 － �層 ３３ １９ ６ ９．２ 台形石器 黒曜石 ２０１１０４‐５０１
８ 柏田 － �層 ２８ ２４ ７ １５．１ 剥片 黒曜石 ２０１１０４‐５０２
９ 柏田 － �層 ２９ ２０ １０ １５．２ 剥片 黒曜石 ２０１１０４‐５０５
１０ 柏田 － �層 ３７ ２８ １０ ３１．２ 剥片 黒曜石 ２０１１０４‐５１８
１１ 柏田 － �層 ５１ ５０ ４０ ３７０．９ 石核 黒曜石 ２０１１０４‐５３２
１２ 柏田 － �層 ４８ ５７ ２２ ２０１．２ 石核 黒曜石 ２０１１０４‐５０８
１３ 原ノ久保 － �層 ４５ １７ ７ １９．５ ナイフ形石器 黒曜石 ２０１１０４‐５２０
１４ 原ノ久保 － �層 ３１ ２１ ５ ８．８ 台形石器 黒曜石 ２０１１０４‐５０９
１５ 原ノ久保 － �層 ３１ ２２ ８ １１．９ 台形石器 黒曜石 ２０１１０４‐５１４
１６ 原ノ久保 － �層 ３０ ２０ ８ ９．２ サイドスクレイパー 黒曜石 ２０１１０４‐５１５
１７ 原ノ久保 － �層 ２８ １１ ７ ６．１ サイドスクレイパー 黒曜石 ２０１１０４‐５２７
１８ 原ノ久保 － �層 ２４ １６ ６ ６．４ 石刃 黒曜石 ２０１１０４‐５３０
１９ 原ノ久保 － �層 ３３ １８ １１ １５．３ 角錐状石器 黒曜石 ２０１１０４‐５２５
２０ 原ノ久保 － �層 ５２ ２６ １７ ５５．３ 角錐状石器 黒曜石 ２０１１０４‐５１３
２１ 原ノ久保 － �層 ６５ ４５ ８ ９１．９ 剥片 黒曜石 ２０１１０４‐５１０
２２ 原ノ久保 － �層 ２５ ２３ ６ ８．６ 剥片 黒曜石 ２０１１０４‐５２８
２３ 原ノ久保 － �層 ３３ １６ ６ ５．４ 剥片 黒曜石 ２０１１０４‐５２６

表２ 石器観察表

柏田・原ノ久保地区

図６ 柏田地区 出土石器（２／３）
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図７ 原ノ久保地区 出土石器（２／３）
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柏田・原ノ久保地区

写真６ 柏田地区 地山検出状況

写真７ 原ノ久保地区 遺構および地山検出状況
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３．不條地区
� 調査概要（図８）

当該地区は，東西方向に１０�間隔で排水のための暗渠が設置されており，それをかわすために南北

５�×東西２０�の調査区を３箇所，南北５�×東西３０�の調査区を１箇所設定し，１区から４区の番

号をつけた。また，長辺が２０�および３０�と長いので調査区の中で半分に分け西側をａ区，東側をｂ

区（４区に関しては西側をａ区，中央をｂ区，東側をｃ区）とした。

調査は，重機を使い表土を除去した後人力で掘削を行った。１ａ区では，ピット１基，自然の落ち

込みを検出した。２ｂ区では１条の溝とピット３基を検出した。３ａ区では南北方向にのびる河川跡

が検出され，その河川跡は４ａ区と４ｂ区でも確認された。３ｂ区では南北方向にのびる石列および

東側に河川跡を確認した。３ｂ区で確認された河川跡は４ｃ区でも検出されたが，石列は検出されな

かった。調査は２０１１（平成２３）年１０月７日から１２月２６日まで行った。調査終了後は，掘削面に砂を３０

�程度，敷いた上で埋め戻し，遺構等の保存を講じている。

� 土層（図９～図１２）

中世の包含層である１層と弥生時代以前の層位である緑灰粘質土は１～４区の全ての調査区で確認

されたものの，弥生時代～中世の包含層については各区で大きく様相が異なるため，調査区ごとに層

位認定を行った。

�１区

１層：黄灰色（２．５Y４／１）粘質土。にぶい橙色（７．５YR７／４）混じり。中世土師器，同安窯青磁を含

む中世の包含層。

２層：にぶい赤褐色（５YR４／３）粘質土。暗赤褐色（１０R３／２）混じり。

３層：にぶい褐色（７．５YR５／３）粘質土。橙色（７．５YR６／８）の鉄分が多量に混じる。

４層：黒褐色（７．５YR３／１）粘質土。φ３�程度の砂粒混じり。

５層：灰褐色（１０YR５／１）粘質土。

６層：黒色（７．５YR１．７／１）粘質土。

７層：黒褐色（１０YR３／１）粘質土。６層とともに落ち込み２の覆土。弥生土器含む。

８層：褐灰色（７．５YR４／１）粘質土。橙色（７．５YR６／６）混じり。φ１�程度の砂粒混じり。

９層：褐灰色（１０YR５／１）粘質土。橙色（７．５YR７／６）混じり。自然木を多く含む。弥生時代以前の

無遺物層。

１０層：橙色（７．５YR６／３）粘質土。黒褐色（７．５YR３／２）混じり。落ち込み１の覆土。

１１層：にぶい褐色（７．５YR６／３）粘質土。

１２層：にぶい褐色（７．５YR６／３）粘質土。φ１�程度の砂粒混じり。

１３層：褐灰色（５YR５／１）粘質土。

１４層：灰色（７．５Y４／１）土。φ１�程度の砂粒が多く含まれる。弥生時代以前の無遺物層。

�２区

１層：褐灰色（７．５YR４／１）粘質土。

２層：黒褐色（７．５YR３／１）粘質土。橙色（５YR６／８）混じり。

３層：灰褐色（７．５YR４／２）粘質土。

不條地区

―２１―
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図８ 不條地区調査区位置図（１／１０００）
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原の辻遺跡 第５集 折込みＰ２４～２５ Ｋ 山道×３ サイズ：360×297

不條地区

１層：黄灰色（２．５Y４／１）粘質土。にぶい橙色（７．５YR７／４）混じり。
中世土師器，同安窯青磁を含む中世の包含層。

２層：にぶい赤褐色（５YR４／３）粘質土。暗赤褐色（１０R３／２）混じり。
３層：にぶい褐色（７．５YR５／３）粘質土。橙色（７．５YR６／８）の鉄分が多量に混じる。
４層：黒褐色（７．５YR３／１）粘質土。φ３�程度の砂粒混じり。
５層：灰褐色（１０YR５／１）粘質土。
６層：黒色（７．５YR１．７／１）粘質土。
７層：黒褐色（１０YR３／１）粘質土。６層とともに落ち込み２の覆土。弥生土器含む。
８層：褐灰色（７．５YR４／１）粘質土。橙色（７．５YR６／６）混じり。

φ１�程度の砂粒混じり。
９層：褐灰色（１０YR５／１）粘質土。橙色（７．５YR７／６）混じり。自然木を多く含む。

弥生時代以前の無遺物層。
１０層：橙色（７．５YR６／３）粘質土。黒褐色（７．５YR３／２）混じり。落ち込み１の覆土。
１１層：にぶい褐色（７．５YR６／３）粘質土。
１２層：にぶい褐色（７．５YR６／３）粘質土。φ１�程度の砂粒混じり。
１３層：褐灰色（５YR５／１）粘質土。
１４層：灰色（７．５Y４／１）土。φ１�程度の砂粒が多く含まれる。

弥生時代以前の無遺物層。

図９ 不條地区１区平面図・土層断面図（１／６０）

１層：褐灰色（７．５YR４／１）粘質土。
２層：黒褐色（７．５YR３／１）粘質土。橙色（５YR６／８）混じり。
３層：灰褐色（７．５YR４／２）粘質土。
４層：明オリーブ色（５GY７／１）粘質土。黒色（５YR１．７／１）混じり。φ２‐３�の砂粒混じり。
５層：褐色（７．５YR４／６）シルト土。
６層：緑灰色（７．５GY６／１）砂質土。φ１～２�の砂粒。

図１０ 不條地区２区平面図・土層断面図（１／６０）
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原の辻遺跡 第５集 折込みＰ２６～２７ Ｋ 山道×３ サイズ：520×297

不條地区

１ａ層：暗赤灰色（１０R３／１）に黒色（７．５YR１．７／１）がマーブル状に混じる粘質土。
１ｂ層：褐灰色（５YR４／１）の粘質土。橙色（５YR６／６）混じり。
２層：黒褐色（２．５Y３／２）の粘質土。中世土師器出土。中世の河川堆積層。
３層：黒褐色（１０YR３／１）の粘質土。橙色（５YR６／６）混じり。
４層：黒色（１０YR１．７／１）の粘質土。弥生土器，自然木を含む。中州状陸地西側の弥生時代河川堆積層。
５層：黒色（１０YR２／１）の粘質土。上部は１層との漸移層。弥生土器を含む。中州状陸地東側の河川堆積層。
６層：褐灰色（１０YR５／１）の粘質土。微量の橙色（２．５YR６／８）を含む。弥生土器を含む。中州状陸地東側の河川堆積層。
７層：にぶい黄褐色（１０YR６／３）の粘質土。弥生土器を含む。中州状陸地東側部分の河川堆積層。
８層：灰黄褐色（１０YR６／２）の粘質土。橙（２．５YR６／８）を含む。中州状陸地を構成する土層で造成土と推定される。石列遺構が設置されている層。
９層：灰黄褐色（１０YR６／２）の粘質土。橙は含まない。上面で弥生時代中期土器が出土。中州状陸地を構成する土層で造成土と推定される。
１０層：褐灰色（１０YR５／１）粘質土。φ２‐３�程度の砂粒を含む。

図１１ 不條地区３区平面図・土層断面図（１／６０）

１ａ層：褐灰色（７．５YR４／１）粘質土。
１ｂ層：褐灰色（７．５YR５／１）粘質土。橙色（５YR６／５）混じり。中世土師器を含む。
２層：にぶい褐色（７．５YR６／３）を主体とし，褐灰色（７．５YR４／１）が斑状に入る粘質土。φ１�程度の砂粒混じり。
３層：褐灰色（７．５YR４／１）を主体とし，にぶい褐色（７．５YR６／２）が斑状に入る粘質土。φ１�程度の砂粒混じり。２層と４層の漸移層。
４層：褐灰色（７．５YR６／１）粘質土。砂粒等は混じらない。
５層：褐灰色（７．５YR４／１）粘質土。
６層：黒色（７．５YR２／１）粘質土。１号河川堆積層。弥生土器含む。
７層：褐灰色（７．５YR５／１）粘質土。橙色（５YR６／８）混じり。１号河川堆積層。
８層：黒色（７．５YR２／１）粘質土。橙色（７．５YR６／８）混じり。２号河川堆積層。弥生土器含む。
９層：にぶい褐色（７．５YR５／３）粘質土。橙色（５YR６／８）混じり。１号河川堆積層。弥生土器含む。
１０層：灰黄色（１０YR６／２）シルト土。橙色（５YR６／８）混じり。φ１�程度の砂粒混じり。
１１層：緑灰色（１０GY６／１）粘質土。弥生時代以前の無遺物層。

図１２ 不條地区４区平面図・土層断面図（１／６０）
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４層：明オリーブ色（５GY７／１）粘質土。黒色（５YR１．７／１）混じり。φ２－３�の砂粒混じり。

５層：褐色（７．５YR４／６）シルト土。

６層：緑灰色（７．５GY６／１）砂質土。φ１～２�の砂粒。

�３区

１ａ層：暗赤灰色（１０R３／１）に黒色（７．５YR１．７／１）がマーブル状に混じる粘質土。

１ｂ層：褐灰色（５YR４／１）の粘質土。橙色（５YR６／６）混じり。

２層：黒褐色（２．５Y３／２）の粘質土。中世土師器出土。中世の河川堆積層。

３層：黒褐色（１０YR３／１）の粘質土。橙色（５YR６／６）混じり。

４層：黒色（１０YR１．７／１）の粘質土。弥生土器，自然木を含む。中州状陸地西側の弥生時代河川堆積層。

５層：黒色（１０YR２／１）の粘質土。上部は１層との漸移層。弥生土器を含む。中州状陸地東側の河川

堆積層。

６層：褐灰色（１０YR５／１）の粘質土。微量の橙色（２．５YR６／８）を含む。弥生土器を含む。中州状陸

地東側の河川堆積層。

７層：にぶい黄褐色（１０YR６／３）の粘質土。弥生土器を含む。中州状陸地東側部分の河川堆積層。

８層：灰黄褐色（１０YR６／２）の粘質土。橙（２．５YR６／８）を含む。中州状陸地を構成する土層で造成

土と推定される。石列遺構が設置されている層。

９層：灰黄褐色（１０YR６／２）の粘質土。橙は含まない。上面で弥生時代中期土器が出土。中州状陸地

を構成する土層で造成土と推定される。

１０層：褐灰色（１０YR５／１）粘質土。φ２－３�程度の砂粒を含む。

�４区

１ａ層：褐灰色（７．５YR４／１）粘質土。

１ｂ層：褐灰色（７．５YR５／１）粘質土。橙色（５YR６／５）混じり。中世土師器を含む。

２層：にぶい褐色（７．５YR６／３）を主体とし，褐灰色（７．５YR４／１）が斑状に入る粘質土。φ１�程度

の砂粒混じり。

３層：褐灰色（７．５YR４／１）を主体とし，にぶい褐色（７．５YR６／２）が斑状に入る粘質土。φ１�程度

の砂粒混じり。２層と４層の漸移層。

４層：褐灰色（７．５YR６／１）粘質土。砂粒等は混じらない。

５層：褐灰色（７．５YR４／１）粘質土。

６層：黒色（７．５YR２／１）粘質土。１号河川堆積層。弥生土器含む。

７層：褐灰色（７．５YR５／１）粘質土。橙色（５YR６／８）混じり。１号河川堆積層。

８層：黒色（７．５YR２／１）粘質土。橙色（７．５YR６／８）混じり。２号河川堆積層。弥生土器含む。

９層：にぶい褐色（７．５YR５／３）粘質土。橙色（５YR６／８）混じり。１号河川堆積層。弥生土器含む。

１０層：灰黄色（１０YR６／２）シルト土。橙色（５YR６／８）混じり。φ１�程度の砂粒混じり。

１１層：緑灰色（１０GY６／１）粘質土。弥生時代以前の無遺物層。

これまでの船着き場周辺の調査により明らかとなった層位と２０１１年度不條地区における層位は，地

点や遺構が異なる関係から必ずしも対応するものではないが，土質の特徴等からおおまかな対応関係

を示すと表３のとおりである。

不條地区
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表３ 既往の船着き場周辺調査による層位との対応表

１９９６（Ｈ８）
年度

２００５（Ｈ１７）
年度

２００６（Ｈ１８）
年度

２００７（Ｈ１９）
年度

２０１１（Ｈ２３）年度
土質

１区 ２区 ３区 ４区
― １～２層 １～２層 １層

１層
１ａ層 １ａ層 近世の水田耕作土

― ３層 � ３層 ２～３層 １ｂ，２，
３層

１ｂ，２，
３，４層 古代～中世の水田耕作土。

３層 ４層 � ４層 ４～８層 ２層 ４，５層 ５，６，
７，８層

黒褐色で有機質を多く含む。船着き場跡
や河川，濠が埋没する最終段階。

４層
５層 � ５層 ― ― ６，７層 ９層 灰白色で，船着き場跡や河川が埋没する

初期段階。
６層 ― ６層 ― ― ８，９層 １０層 灰白色で，船着き場跡の基盤層

― ７層 � ７層 １４層 ４～６層 １０層 １１層 青灰色（オリーブ）の砂礫層。河床面。

� 遺構（図９～図１４）

今回の調査では，石列１基，礫群１箇所，溝１条，ピット４基，河川２条，落ち込み２箇所を確認

した。

�１号石列（図１１，１３）

３ｂ区で検出した。長さ約４．８�，幅約１．２�で，主軸は約Ｎ４２°Ｗと北西－南東方向に延びる。石

列を構成する石は３０～５０�程度の玄武岩で，おおむね１段であるが，部分的に石が２段に重なってい

るところもある。３列に並んでいる箇所もあるが，南端，北端では配列が崩れている。石列はおおむ

ね８層に構築されているが，８層上面より低い位置に位置する石もみられることから，一部は埋置さ

れた可能性があるものの，掘方等は確認されていない。また，石列を覆う土層も確認されず，石が露

出した状態であったと考えられる。この石列は北側の延長上に設置された４ｃ区や南側の延長上に設

置された２００５（平成１７）年度に調査された船着き場跡１区（寺田２００７）でも確認されていない。また，

３ｂ区の南北を拡張した結果，南北で石列を構成する礫の大きさが小さくなりほぼ収束する状況で

あったため，石列はほぼ３ｂ区南北幅の範囲に構築されているものとみられる。石列が構築された８

層とその下部の９層は水成堆積層ではなく，石列遺構が形成された部分は陸地であったと考えられる

が，１号石列の東側で２号河川と接しており，１号石列の位置する陸地は中洲状であったと考えられ

る。さらに９層上面から弥生時代中期甕口縁部が出土していることと，８層と９層の土質が類似する

ことから中洲状陸地については造成されたものである可能性がある。

�１号礫群（図１２，１４）

４ａ区で検出した。礫群が配置されている層は調査期間の関係で詳らかにすることはできなかった

が，礫群は河川堆積層と推定される４ａ区４層に覆われている。この４層は古代末～中世の土師器が

出土しており，放射性炭素年代の測定結果も整合的な値（８６０±２０yrBP）が確認されている。周辺で

はこのような礫群が発見されていないことから人為的に配石したものと思われる。礫群は５０�程度の

大きな礫を配置しており，礫間には多くの自然木が確認された。さらに，シカ下顎骨２点，イノシシ

大腿骨をはじめとする動物骨も検出された。動物骨が礫群の下にもぐりこんでいる箇所もあり，動物

骨の廃棄・流込み後，間もなく礫が配置されたものとみられる。人工遺物としては土師器片等が少量

確認されたのみであるが，土師皿には約２�２０�程度の距離で接合したものもある。

�１号溝（図１０）

２ｂ区で検出した。２ｂ区３層および４層を掘りこんでいる。残存幅約８０�，残存深さはわずか８

�であり，大部分が中世以降の造成で削平されているものとみられる。覆土は１層で褐色（７．５YR４／

不條地区
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３）の粘質土である。覆土内部の掘削は行わなかった。サブトレンチ内で，溝を截断したところ，覆

土中からは遺物は確認されず，時期は不明である。

�１号ピット（図９）

１ａ区で検出した。平面は円形で，検出面での直径１４�，１ａ区８層を掘りこんでいる。覆土は暗

赤褐色（５YR５／６）の粘質土である。覆土内部の掘削は行わなかった。

�２号ピット（図１０）

２ｂ区で検出した。平面は不整形で，検出面での直径は約３４�，２ｂ区３層を掘りこんでいる。覆

土は暗褐色（７．５YR３／３）の粘質土である。覆土内部の掘削は行わなかった。

�３号ピット（図１０）

２ｂ区で検出した。平面は不整形で，検出面での直径は約２６�，２ｂ区３層を掘りこんでいる。覆

土は暗褐色（７．５YR３／４）の粘質土である。覆土内部の掘削は行わなかった。

�４号ピット（図１０）

２ｂ区で検出した。平面は不整形で，検出面での長径は約３０�，２ｂ区３層を掘りこんでいる。覆

土は褐灰色（５YR４／１）の粘質土である。覆土内部の掘削は行わなかった。

�１号河川（図１１，１２）

３ａ区と４ａ区東側，４ｂ区，４ｃ区西側で検出した。３ａ区の５層黒色粘質土と４区の６層黒色

粘質土が河川堆積層で，その直下の４区７層は河床形成面であると考えられる。３ａ区２層からは中

世土師器，３ａ区３層からは古代須恵器，中世土器が出土し，３ａ区４層からは弥生時代中期及び後

期の土器片を主体とする遺物が出土している。このことから河川堆積土は大きく下層（３ａ区４層）

と上層（３ａ区３層・２層）に分離され，弥生時代中期から後期にかけて埋没した後，やや窪んだ旧

地形に古代から中世にかけて再度土層が堆積したものとみられる。河床面の中央が盛り上っているの

が，３ａ区と４ｂ区で観察され，流路が分離していた可能性もある。なお４ｂ区中央で６層がとぎれ

ているのは，後世の造成によるものであると考えられる。４ａ区東側では河川の西岸が検出されたが，

３０�程度の玄武岩が数点配石されていた。

�２号河川（図１１，１２）

３ｂ区東側と４ｃ区東側で検出した。３ｂ区５層黒色粘質土と４ｃ区８層黒色粘質土が河川堆積層

で，その直下の３ｂ区６層・７層及び４ｃ区９層は河床形成面であると考えられる。河川堆積層から

は弥生時代中期の土器片を主体とする遺物が出土しているが，３ｂ区５層では古墳時代初頭の甕胴部

片が１点出土している。このことから，２号河川は弥生時代中期に埋没が始まり，一部は古墳時代初

頭まで埋没が継続したものと考えられる。なお，２号河川の堆積土である３ｂ区５層で出土した木片

に対する放射性炭素測定値は１０９０±３０yrBPを示し，おおむね古代の年代であるが，３区及び４区で

は，古代・中世の層から打ち込まれた杭等が複数確認されており，測定を行った木材がこれらの杭で

あった可能性や造成時に下層へ落ちたものである可能性がある。３ｂ区では１号石列を境界に河川堆

積層はなく，１号石列より西側は中洲状の陸地であったと考えられるが，同様の陸地は４ａ区でも確

認されることから，１号河川と２号河川は３区の南側及び４区の北側で合流し，一つの河川であった

ものと推定される。

不條地区
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写真８ １号攪乱出土清涼飲料水金属缶

�落ち込み１（図９）

１ａ区西側で検出した。１区１２～１１層を切っており，西側に向かって落ち込んでいる。１０層は落ち

込みの埋土である。遺物は包含されていなかった。

�落ち込み２（図９）

１ａ区東側と１ｂ区で検出した。１区１４層が底面にあたり，１ｂ区西壁によく示されているとおり，

南側に大きく落ち込んでいる。この落ち込みには３～９層が堆積している。このうち７層では弥生土

器片が多数出土しており弥生時代の堆積層であると考えられる。９層では自然木が多数出土したが，

弥生土器等の人工遺物は検出されず，弥生時代以前の無遺物層である。９層出土の自然木に対する放

射性炭素年代測定値（２５３０±３０yrBP）とも整合的である。

�１号攪乱（図１１）

３ｂ区で平面不整形の攪乱が検出されたが，この攪乱下面では清涼飲料水金属缶（日本コカ・コー

ラ株式会社販売「紅茶花伝ロイヤルミルクティー」２８０�）が出土した（写真８）。この清涼飲料水金

属缶は扁平につぶれ腐食のため製造年月日の記載が読み取れなかったため，日本コカ・コーラ株式会

社宛て文書照会を行ったところパッケージの形状から１９９６年６月中旬頃～２０００年４月頃に製造された

製品であるとの回答が得られた。この地域における圃場整備に伴う工事は船着き場跡の調査直後の

１９９６年に開始されており年代上合致することから，この工事による攪乱であることが判明した。

� 遺物

�土器

１ｂ区出土土器

１層土器（図１５・表４）

２４は中国青磁皿である。復元口径は１０．８�，高さ２．１�を測る。見込みに櫛描文が施文される同安

窯系青磁である。２５は中世土師皿である。復元底径は１１．０�を測る。

不條地区
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２号落ち込み堆積土（５層）土器（図１５・表４）

２６は弥生時代後期の短頸壺の口縁部である。磨耗が甚だしい。２７は弥生時代後期の甕の頸部片であ

る。磨耗が甚だしい。

３ａ区出土土器

１ｂ層土器（図１５・表４）

２８は弥生時代中期の甕口縁部である。断面Ｍ字状突帯がめぐり，内外面および口縁頂部に赤塗りが

不條地区

図１５ 不條地区１区・３区出土土器（１／３）
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施される。須玖�式である。

１号河川古代・中世堆積土（２層）土器（図１５・表４）

２９は古代土師碗高台部である。底径は８．０�を測る。標高４．５１３�で出土した。

１号河川古代堆積土（３層）土器（図１５・表４）

３０は古墳時代末～古代の須恵器甕の胴部片である。外面は平行タタキが施され，内面は同心円状の

当て具痕が残る。３１は古代の土師碗口縁部である。復元口径は１２．５�を測る。外面及び口唇部は黒色

のススを吸着させている。

１号河川弥生時代堆積土（４層）土器（図１５・表４）

３２は古代～中世土師坏口縁部である。復元口径は１３．５�を測る。２層または３層からの流れ込みと

考えられる。３３は弥生時代中期の甕口縁部である。須玖�式である。磨耗が甚だしい。標高４．１７２�

で出土した。３４は弥生時代後期の甕口縁部である。復元口径は１５．２�で，緩やかに傾斜する口縁部を

持つ。胴部外面には縦位のハケメ調整が施され，内面はナデ調整である。標高４．２４９�で，口縁部を

下に伏せられたような状態で出土した。

９層土器（図１５・表４）

３５は弥生時代中期の甕口縁部である。復元口径は１８．６�である。須玖�式である。磨耗が甚だしい。

標高４．１６３�，９層上面で出土した。

不條地区

図１６ 不條地区３ｂ区出土土器（１／３）
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３ｂ区出土土器

１層土器（図１５・表４）

３６は弥生時代中期の甕口縁部である。須玖�式である。磨耗が甚だしい。３７は弥生時代中期の底部

片である。外面は縦位のハケメ調整が施され，内面はナデ調整である。凹底で，底径は５．４�である。

須玖�式である。３８は弥生時代中期の甕口縁部である。須玖�式である。磨耗が甚だしい。３９は弥生

時代中期の甕口縁部である。須玖�式である。磨耗が甚だしい。

２号河川弥生時代堆積土（５層）土器（図１６・表４）

４０は弥生時代中期の壺肩部である。内外面とも丁寧なナデ調整である。４１は弥生時代中期の甕口縁

部である。口縁部と頸部の境界に強いナデ調整がみられる。須玖�式である。磨耗が甚だしい。４２は

弥生時代中期の甕口縁部である。口縁部と頸部の境界に強いナデ調整がみられる。須玖�式である。

磨耗が甚だしい。４１と同一個体である可能性がある。４３は古墳時代初頭の甕胴部片である。外面はハ

ケメ調整後，黒色のススを付着させている。内面にはヘラケズリにより器壁を薄くしているのが観察

される。

２号河川弥生時代堆積土（６層）土器（図１６・表４）

４４は弥生時代中期の甕口縁部である。口縁部と頸部の境界に強いナデ調整がみられる。須玖�式で

ある。磨耗が甚だしい。４５は弥生時代中期の壺胴部片である。内外面ともナデ調整が施される。磨耗

が甚だしい。標高４．７１９�で出土した。４６は弥生土器甕の底部に近い胴部片である。磨耗が甚だしい。

標高４．８４７�で出土した。４７は弥生土器胴部片である。磨耗が甚だしい。標高４．５５７�で出土した。４８

不條地区

図１７ 不條地区４区出土土器（１／３）
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表
（
土
器
・
陶
磁
器
）

報
告
番
号

遺
物

ID
調
査
区

層
位（
遺
構
）

種
類

部
位

色
調（
表
）

色
調（
裏
）

胎
土

調
整（
表
）

調
整（
裏
）

備
考

２４
２０
１１
０４
‐０
２３

不
條
１
ｂ
区
１
層

青
磁
皿

灰
オ
リ
ー
ブ

７
．５

Y６
／２

オ
リ
ー
ブ
灰

２
．５

G
Y６

／１
櫛
描
文
，同
安
窯

２５
２０
１１
０４
‐０
２４

不
條
１
ｂ
区
１
層

中
世
土
師
皿
胴
部

橙
７
．５

Y
R７

／６
橙

７
．５

Y
R７

／６
精
良

不
明

不
明

２６
２０
１１
０４
‐０
２８

不
條
１
ｂ
区
５
層

弥
生
土
器
壺
頸
部

灰
黄

２
．５

Y７
／２

に
ぶ
い
橙

７
．５

Y
R７

／４
石
英
・
長
石

ナ
デ

ナ
デ

２７
２０
１１
０４
‐０
３０

不
條
１
ｂ
区
５
層

弥
生
土
器
甕
口
縁
部

に
ぶ
い
黄

２
．５

Y６
／３

に
ぶ
い
黄

２
．５

Y６
／３

石
英
・
長
石

ナ
デ

ナ
デ

２８
２０
１１
０４
‐０
３６

不
條
３
ａ
区
１
ｂ
層

弥
生
中
期
甕
口
縁
部

明
赤
褐

２
．５

Y
R５

／８
に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y

R７
／３

石
英
・
長
石

ナ
デ

ナ
デ

内
外
面
赤
塗
り
，須
玖
�
式

２９
２０
１１
０４
‐０
３７

不
條
３
ａ
区
２
層

中
世
土
師
碗
高
台

灰
黄

２
．５

Y７
／２

灰
黄

２
．５

Y７
／２

長
石

ナ
デ

ナ
デ

３０
２０
１１
０４
‐０
３８

不
條
３
ａ
区
３
層

古
代
須
恵
器
頸
部
附
近
胴
部
灰
白

N７
／

灰
白

N７
／

長
石

平
行
タ
タ
キ

同
心
円

当
て
具
痕

３１
２０
１１
０４
‐０
４０

不
條
３
ａ
区
３
層

中
世
土
師
碗
口
縁
部

黒
７
．５

Y
R２

／１
灰
黄
褐

１０
Y

R６
／２

石
英
・
長
石

ナ
デ

ナ
デ

外
面
黒
ス
ス

３２
２０
１１
０４
‐０
４２

不
條
３
ａ
区
４
層

中
世
土
師
碗
口
縁
部

に
ぶ
い
橙

７
．５

Y
R７

／４
に
ぶ
い
橙

７
．５

Y
R７

／４
長
石
・
角
閃
石

ナ
デ

ナ
デ

３３
２０
１１
０４
‐０
４４

不
條
３
ａ
区
４
層

弥
生
中
期
甕
口
縁
部

浅
黄

２
．５

Y
R７

／４
浅
黄

２
．５

Y
R７

／４
石
英
・
長
石

ナ
デ

ナ
デ

須
玖
�
式

３４
２０
１１
０４
‐０
４５

不
條
３
ａ
区
４
層

弥
生
後
期
甕
口
縁
部
・
胴
部

に
ぶ
い
黄

２
．５

Y６
／４

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y

R６
／４

石
英
・
長
石

（
口
縁
）ナ
デ
・

（
胴
）ハ
ケ
メ

ユ
ビ
オ
サ
エ
・

ナ
デ

後
期

３５
２０
１１
０４
‐０
４６

不
條
３
ａ
区
９
層

弥
生
中
期
甕
口
縁
部

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y

R６
／３

灰
黄
褐

１０
Y

R６
／２

石
英
・
長
石

ナ
デ

ナ
デ

須
玖
�
式

３６
２０
１１
０４
‐０
４７

不
條
３
ｂ
区
１
層

弥
生
中
期
甕
口
縁
部

に
ぶ
い
黄

２
．５

Y６
／４

に
ぶ
い
黄

２
．５

Y６
／４

石
英
・
長
石
・
金
雲
母
ナ
デ

ナ
デ

須
玖
�
式

３７
２０
１１
０４
‐０
４８

不
條
３
ｂ
区
１
層

弥
生
中
期
甕
底
部

橙
５

Y
R６

／４
に
ぶ
い
黄

２
．５

Y
R６

／３
石
英
・
長
石

ハ
ケ
メ

ナ
デ

須
玖
�
式

３８
２０
１１
０４
‐０
４９

不
條
３
ｂ
区
１
層

弥
生
中
期
甕
口
縁
部

灰
５

Y６
／１

明
黄
褐

２
．５

Y７
／６

石
英
・
長
石

ナ
デ

ナ
デ

須
玖
�
式

３９
２０
１１
０４
‐０
５０

不
條
３
ｂ
区
１
層

弥
生
中
期
甕
口
縁
部

橙
５

Y
R６

／６
浅
黄

２
．５

Y７
／４

石
英
・
長
石

ナ
デ

ナ
デ

須
玖
�
式

４０
２０
１１
０４
‐０
５６

不
條
３
ｂ
区
５
層

弥
生
中
期
壺
肩
部

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y

R６
／３

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y

R６
／４

石
英
・
長
石

ナ
デ

ナ
デ

４１
２０
１１
０４
‐０
５７

不
條
３
ｂ
区
５
層

弥
生
中
期
甕
口
縁
部

浅
黄

２
．５

Y７
／３

明
黄
褐

１０
Y

R７
／６

長
石
・
石
英

ナ
デ

ナ
デ

須
玖
�
式

４２
２０
１１
０４
‐０
５８

不
條
３
ｂ
区
５
層

弥
生
中
期
甕
口
縁
部

浅
黄

２
．５

Y７
／３

浅
黄

２
．５

Y７
／３

石
英
・
長
石

ナ
デ

ナ
デ

須
玖
�
式

４３
２０
１１
０４
‐０
５９

不
條
３
ｂ
区
５
層

古
墳
土
師
甕
胴
部

に
ぶ
い
黄

２
．５

Y６
／４

浅
黄

２
．５

Y７
／４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
面
黒
ス
ス

４４
２０
１１
０４
‐０
６５

不
條
３
ｂ
区
６
層

弥
生
中
期
甕
口
縁
部

灰
オ
リ
ー
ブ

５
Y６

／２
灰
オ
リ
ー
ブ

５
Y５

／３
石
英
・
長
石
・
金
雲
母
ナ
デ

ナ
デ

須
玖
�
式

４５
２０
１１
０４
‐０
６７

不
條
３
ｂ
区
６
層

弥
生
土
器

胴
部

オ
リ
ー
ブ
黒

５
Y３

／１
に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y

R６
／４

長
石
・
石
英

３
ｂ
区
土
器
１

４６
２０
１１
０４
‐０
６８

不
條
３
ｂ
区
６
層

弥
生
土
器
甕
胴
部

に
ぶ
い
赤
褐

５
Y

R５
／４

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y

R６
／３

石
英
・
長
石

３
ｂ
区
土
器
３

４７
２０
１１
０４
‐０
７０

不
條
３
ｂ
区
６
層

弥
生
土
器

胴
部

橙
７
．５

Y
R６

／６
橙

７
．５

Y
R６

／６
石
英
・
長
石

３
ｂ
区
土
器
５

４８
２０
１１
０４
‐０
７１

不
條
３
ｂ
区
６
層

弥
生
土
器

胴
部

に
ぶ
い
赤
褐

５
Y

R５
／４

黄
灰

２
．５

Y５
／１

石
英
・
長
石

３
ｂ
区
土
器
６

４９
２０
１１
０４
‐０
７２

不
條
３
ｂ
区
７
層

弥
生
土
器
壺
肩
部

橙
７
．５

Y
R６

／６
橙

７
．５

Y
R６

／６
石
英
・
長
石

ユ
ビ
オ
サ
エ

３
ｂ
区
土
器
７

５０
２０
１１
０４
‐０
７５

不
條
４
ａ
区
１
ｂ
層

中
世
土
師
碗
高
台

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y

R７
／２

に
ぶ
い
橙

７
．５

Y
R７

／３
精
良

ナ
デ

ナ
デ

４
ａ
区
土
器
３

５１
２０
１１
０４
‐０
７７

不
條
４
ａ
区
５
層

弥
生
中
期
甕
底
部

橙
７
．５

Y
R６

／６
に
ぶ
い
黄

２
．５

Y６
／３

石
英
・
長
石

須
玖
�
式

５２
２０
１１
０４
‐０
７８

不
條
４
ａ
区
４
層

中
世
土
師
皿
口
縁
部

オ
リ
ー
ブ
黒

１０
Y３

／２
オ
リ
ー
ブ
黒

７
．５

Y３
／１

精
良

ナ
デ

ナ
デ

５３
２０
１１
０４
‐０
７９

不
條
４
ａ
区
４
層

中
世
土
師
皿
口
縁
部
・
底
部

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y

R６
／４

に
ぶ
い
黄
橙

１０
T

R６
／４

精
良

ナ
デ

ナ
デ

回
転
糸
切
り
，接
合
資
料

灰
オ
リ
ー
ブ

５
Y５

／２
灰
オ
リ
ー
ブ

５
Y５

／２
５４

２０
１１
０４
‐０
８５

不
條
４
ｃ
区
６
層

弥
生
中
期
甕
口
縁
部

橙
７
．５

Y
R６

／６
橙

７
．５

Y
R６

／６
石
英
・
長
石

ナ
デ

ナ
デ

須
玖
�
式

５５
２０
１１
０４
‐０
８２

不
條
４
ｃ
区
８
層

弥
生
土
器

胴
部

に
ぶ
い
黄

２
．５

Y６
／４

黒
褐

２
．５

Y４
／１

石
英
・
長
石

５６
２０
１１
０４
‐０
８８

不
條
４
ｃ
区
６
層

弥
生
中
期
甕
口
縁
部

明
黄
褐

１０
Y

R７
／６

黄
橙

７
．５

Y
R７

／８
石
英
・
長
石

ナ
デ

ナ
デ

須
玖
�
式

５７
２０
１１
０４
‐０
８９

不
條
４
ｃ
区
６
層

弥
生
中
期
甕
口
縁
部

に
ぶ
い
黄
褐

１０
Y

R５
／４

灰
黄

２
．５

Y６
／２

石
英
・
長
石

ナ
デ

ナ
デ

不條地区
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表５ 遺物観察表（木器）

遺物番号 遺物 ID 調査区 層位 種類 長さ（残存値）� 最大径�
５８ ２０１１０４‐８０１ 不條３ａ区 ２層上面 木杭 （２４．２） ４．２
５９ ２０１１０４‐８０２ 不條４ａ区 ４層 木杭 （２２．５） ２．７
６０ ２０１１０４‐８０３ 不條４ａ区 ４層 木杭 （１９．９） ５．９
６１ ２０１１０４‐８０４ 不條４ａ区 ４層 木杭 （４４．５） ５．４
６２ ２０１１０４‐８０５ 不條４ａ区 ４層 木杭 （３６．７） ４．２
６３ ２０１１０４‐８０６ 不條４ａ区 ４層 木杭 （１１．８） ２．５

は弥生土器胴部片である。磨耗が甚だしい。標高４．５６５�で出土した。

２号河川弥生時代堆積土（７層）土器（図１６・表４）

４９は弥生土器壺の頸部附近の胴部片である。磨耗が甚だしいが，内面にユビオサエ痕がみられる。

標高４．５６３�で出土した。

４ａ区出土土器

１ｂ層土器（図１７・表４）

５０は古代土師碗の高台部である。復元底径は６．１�である。内外面ともナデ調整である。標高４．６１０

�で出土した。

４層土器（図１７・表４）

５２は古代土師皿口縁部である。復元口径は９．２�である。黒色土器で，内外面回転ナデ調整が施さ

れる。標高４．０４６�で出土した。５３は古代末～中世土師皿である。復元口径１１．１�，復元底径８．８�，

高さ１．２�である。胴部外面及び内面は回転ナデ調整で，底部は回転糸切り痕が残る。本資料は接合

資料で，１号礫群東側と西側で約２．２�離れた位置で出土しており，東側の個体の出土位置は標高

４．００４�である。

１号河川弥生時代堆積土（５層）土器（図１７・表４）

５１は弥生時代中期甕の底部である。復元底径は６．８�である。磨耗が甚だしく，内面は剥離してい

る。標高４．４７０�で出土した。

４ｃ区出土土器

１号河川弥生時代堆積土（６層）土器（図１７・表４）

５４は弥生時代中期甕の口縁部である。復元口径は２４．２�である。須玖�式である。標高４．８５５�で

出土した。５６は弥生時代中期甕の口縁部である。磨耗が甚だしく，内面は剥離している。須玖�式で

ある。標高５．３３９�で出土した。５７は弥生時代中期甕の口縁部である。口縁下部に１条の突帯がめぐ

る。磨耗が甚だしい。

２号河川弥生時代堆積土（８層）土器（図１７・表４）

５５は弥生土器胴部片である。磨耗が甚だしい。

�木器（図１８・図１９・表５）

５８～６３は木杭である。５８は３ａ区２層上面から打ち込まれており，先端は４層に達していた。５９～

６３は４ａ区４層で出土したが，打ち込まれた面は確認できなかった。このほか４ａ区では１層から打

ち込まれた木杭も確認され，中世を中心に木杭が打ち込まれた様相を看取することができる。

不條地区
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図１８ 不條地区出土木器�（１／４）
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0
20
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63

� １号石列について

�石列の年代

遺構の項目で触れたように１号石列は１号河川と２号河川にはさま

れた中洲状の陸地の東岸に位置する。３区における層位との関係を基

に１号石列の年代について考察すると次のとおりである。３ｂ区にお

ける堆積・形成順序は１０層→９層（中洲状陸地構成土）→８層（中洲

状陸地造成土）→石列遺構→７層（２号河川堆積土）→６層（２号河

川堆積土）→５層（２号河川堆積土）→１層（中世土層）となる。３

ａ区では石列構築以前の９層上面から弥生時代中期の甕口縁部（３５）

が出土している。１号石列構築後の２号河川による水成堆積層である

とみられる５～７層からは弥生時代中期の遺物が主体的に出土し（４０

～４２），１点のみ古墳時代初頭の甕胴部片（４３）が出土することから

２号河川の埋没は弥生時代中期を主とし，一部は古墳時代初頭まで継続したものとみられる。このよ

うな層序関係から，１号石列が構築された年代は弥生時代中期であると考えられる。

�これまで確認された遺構との関係と石列の性格（図２０）

これまでの船着き場周辺の発掘調査及びボーリング調査から島状の船着き場に対して幅４０�程度の

河川が流れ込んでいるという様相が想定されてきた（林２００８）。これに，２０１１年度の不條地区の調査

成果を加えると図２０のような状況が想定される。従来，船着き場より北側の河川流路はやや東に触れ

るものと想定されてきたが，流路がやや西よりとなり，ほぼ北へ直行しているものと考えられる。さ

らにその河川の中に中洲状の陸地があり，その陸地に１号石列が構築されているという様相が明らか

となった。１号石列の範囲は中洲状陸地東岸の３ｂ区が設定された範囲にほぼ限定され，船着き場と

連結することはない。また，１号石列を構成する礫は船着き場を構成する礫よりもやや大きいという

特徴がある。これらの点から１号石列と船着き場を同一の遺構とみることはできない。しかし，１号

石列と船着き場が構築・使用された年代はほぼ同一時期で，かつ１号石列は船着き場に流れ込む河川

に接して築かれた点を勘案すると船着き場と全く無関係の遺構とすることも難しい。中洲状陸地に部

分的に築かれた１号石列にある程度の護岸機能を想定するならば，船着き場に通ずる河川のための水

利施設という可能性を考えるのが最も妥当であろう。

� 総括

２０１１年度調査不條地区の時期的変遷について

これまで述べた遺構・遺物等の在り方から２０１１年度調査不條地区の時期的変遷について整理すると

次のとおりである。

�縄文時代晩期～弥生時代早期

調査区南西部の１ｂ区では落ち込み２がみられ，自然木が多量に埋没していたことから湿地状の沼

地が存在したものとみられる。この時期の堆積層である灰色粘質土と類似した土壌は調査区の西側に

現在，開削されているため池の東岸露頭でも確認される。この露頭では標高３．７９１�を上面とする灰

色粘質土がみられるが（図２１），１区９層の上面が標高４．１４０～４．２２０�，下面が標高３．７８０～４．２２１�

不條地区

図１９ 不條地区出土木器�
（１／４）
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図２０ 船着き場周辺復元想定図（１／１０００）
灰色は河川堆積層が確認された部分
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赤褐色（5YR4/6）腐植土�
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黒褐色（5YR2/1）粘質土�
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水　　　面�

であることと比較すると，ため池露頭灰色粘質土

と１区９層が同一の土層であった場合，調査区か

ら西側にかけて約４０�程度落ち込んでいくという

状況となる。１区９層からは遺存状態が非常に悪

いものの木本花粉ではマキ属，マツ属，コナラ属

アカガシ亜属，クリ属，シイ属，草本花粉ではイ

ネ科，ヨモギ属等が認められる。この時期の遺物

は確認されておらず，積極的な土地利用はなされ

ていないと考えられる。

�弥生時代中期

調査区東側の３区と４区では１号河川と２号河

川が流れており，両河川にはさまれた中洲状陸地

が存在する。この中洲状陸地は造成されたもので

ある可能性がある。そしてこの中洲状陸地の東岸

では１号石列が築かれる。１号河川と２号河川は

この時期から埋没が始まる。２０１１年度の調査における出土遺物の中で最も多くの遺物が属するのが弥

生時代中期であることから，ある程度の土地利用を想定することができる。遺物はおおむね河川堆積

層から出土しており，１号石列を除いて明確な遺構が発見されなかったため，具体的な土地利用の様

態について詳らかにすることはできないが，１号石列の存在から河川と関連した活動がなされたもの

とみられる。２号河川周辺の植生としては河川堆積土である３区５層における花粉化石は木本花粉で

はアカガシ亜属が多く，草本花粉ではイネ科が多く，ほかにガマ属，ミクリ属等の水湿地生植物も認

められ，河川岸の植生をよく示している。

�弥生時代後期・古墳時代初頭

この時期にも１号河川と２号河川の堆積層から少量ながら弥生時代後期土器が出土することから，

この時期にも両河川の埋没が継続していることがわかる。この時期には１号石列はほぼ埋没しており，

その機能を失っていたと考えられる。

この時期にも調査区南西側の２号落ち込みの埋没が継続していることが，堆積層から出土する弥生

時代後期の土器から窺われる。２号落ち込みにおける弥生時代後期の埋没土である黒色粘質土と同様

の土質である黒色粘質土は調査区の西側に現在，開削されているため池の東岸露頭でも確認される。

この露頭では標高４．０７７�を上面とし，標高３．７９１�を下面とする黒褐色粘質土がみられるが（図２１），

１区１０層の上面が標高４．６００～４．６８０�，下面が標高４．１４０～４．２４０�であることと比較すると，ため池

露頭黒褐色粘質土と１区８層が同一の土層であった場合，調査区から西側にかけて約４０�程度落ち込

んでいくという状況となる。

�古代～中世

この時期の遺構としては１号礫群が挙げられる。１号礫群では少量の人工遺物と獣骨，多量の自然

木が発見されている。礫群が設置された面は落ち込んでいることから自然の落ち込みに対して何らか

の活動がなされたものと考えられる。１号礫群の覆土である４区４層では木本花粉化石としてはマツ

不條地区

図２１ ため池東岸土層図（１／１０）
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表６ 不條地区調査区地点一覧

X Y

１区

北西杭 ８４１１８．２９７ ２３１１８．４１５
南西杭 ８４１１３．５６１ ２３１２０．０２３
南東杭 ８４１２０．０１０ ２３１３８．９６１
北東杭 ８４１２４．７４１ ２３１３７．３５１

２区

北西杭 ８４１３７．２６０ ２３１１１．９８９
南西杭 ８４１３２．５２６ ２３１１３．５９２
南東杭 ８４１３８．９６１ ２３１３２．５４４
北東杭 ８４１４３．６９２ ２３１３０．９３２

３区

北西杭 ８４１４２．２５５ ２３１５７．８３８
南西杭 ８４１３７．５１３ ２３１５９．４４０
南東杭 ８４１４３．９４５ ２３１７８．３５８
北東杭 ８４１４８．６７３ ２３１７６．７５０

４区

北西杭 ８４１４６．８６６ ２３１４０．３９７
南西杭 ８４１４２．１２４ ２３１４２．０４２
南東杭 ８４１５１．８０２ ２３１７０．４１８
北東杭 ８４１５６．５３８ ２３１６８．８０７

属が多産し，草本花粉化石としてはイネ科が多産するが，栽培種であるソバ属花粉もわずかに認めら

れるのは注目される。また，この時期にも１号河川の埋没が継続していることが上層堆積層からの出

土遺物から窺うことができる。

１号礫群等が利用された時期の次の段階としては，調査区全域で中世の堆積層である１層が標高

５．０００�を中心に形成されていることから，大規模な土地造成があったものとみられる。３区および

４区で複数の木杭が確認されており，１層の形成と前後する時期の土地造成の目的は農業等であった

ものとみられる。

２０１１年度調査不條地区の調査成果

２０１１年度の不條地区の調査の成果としては，�船着き場跡に流れ込む河川の流路や埋没状況の確認，

�船着き場跡の周辺に所在する重要遺構としての１号石列の発見，�１号礫群に顕著にみられる古

代・中世における当該地の土地利用様相の確認等が挙げられる。これらの成果により今後，史跡整備

にあたって基礎的な資料を提示したという点に本調査の意義がある。

【文献】

寺田正剛 ２００７「３．船着き場跡（不條地区）の調査」『原の辻遺跡』原の辻遺跡調査事務所調査報告書 第

３６集

林隆広 ２００８「３．不條地区（船着き場跡）の調査」『原の辻遺跡』原の辻遺跡調査事務所調査報告書 第３８

集
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原の辻遺跡における放射性炭素年代
（AMS測定）

�加速器分析研究所

１ 測定対象試料

原の辻遺跡は，長崎県壱岐市芦辺町深江鶴亀触１１０９‐２に所在する。測定対象試料は，不條１区９

層出土木片（５：IAAA‐１１２２２５），不條３区５層出土木片（６：IAAA‐１１２２２６），不條４区４層出土木片（７：

IAAA‐１１２２２７）の合計３点である（表１）。

２ 測定の意義

木片が出土した層の年代を明らかにする。

３ 化学処理工程

� メス・ピンセットを使い，根・土等の付着物を取り除く。

� 酸－アルカリ－酸（AAA：Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後，

超純水で中性になるまで希釈し，乾燥させる。AAA処理における酸処理では，通常１mol／�（１

M）の塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用い，０．００１

Mから１Mまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が１Mに達した時には「AAA」，

１M未満の場合は「AaA」と表１に記載する。

� 試料を燃焼させ，二酸化炭素（CO２）を発生させる。

� 真空ラインで二酸化炭素を精製する。

� 精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し，グラファイト（Ｃ）を生成させる。

� グラファイトを内径１�のカソードにハンドプレス機で詰め，それをホイールにはめ込み，測

定装置に装着する。

４ 測定方法

加速器をベースとした１４Ｃ‐AMS専用装置（NEC社製）を使用し，１４Ｃの計数，１３Ｃ濃度（１３Ｃ／１２Ｃ），
１４Ｃ濃度（１４Ｃ／１２Ｃ）の測定を行う。測定では，米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx

	）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

５ 算出方法

� δ１３Ｃは，試料炭素の１３Ｃ濃度（１３Ｃ／１２Ｃ）を測定し，基準試料からのずれを千分偏差（‰）で

表した値である（表１）。AMS装置による測定値を用い，表中に「AMS」と注記する。

� １４Ｃ年代（Libby Age：yrBP）は，過去の大気中１４Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定され，１９５０

年を基準年（０yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には，Libbyの半減期（５５６８年）を

使用する（Stuiver and Polach１９７７）。１４Ｃ年代はδ１３Ｃによって同位体効果を補正する必要がある。
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表１

測定番号 試料名 採取場所 試料
形態

処理
方法

δ１３Ｃ（‰）
（AMS）

δ１３Ｃ補正あり

Libby Age（yrBP） pMC（％）

IAAA‐１１２２２５ ５ 不條１区 ９層 木片 AaA －２８．７５±０．３９ ２，５３０±３０ ７３．０１±０．２４

IAAA‐１１２２２６ ６ 不條３区 ５層 木片 AAA －３０．４４±０．７１ １，０９０±３０ ８７．３１±０．３１

IAAA‐１１２２２７ ７ 不條４区 ４層 木片 AAA －２８．５０±０．５２ ８６０±２０ ８９．９０±０．２７

［＃４８１４］

補正した値を表１に，補正していない値を参考値として表２に示した。１４Ｃ年代と誤差は，下１

桁を丸めて１０年単位で表示される。また，１４Ｃ年代の誤差（±１σ）は，試料の１４Ｃ年代がその誤

差範囲に入る確率が６８．２％であることを意味する。

� pMC（percent Modern Carbon）は，標準現代炭素に対する試料炭素の１４Ｃ濃度の割合である。pMC

が小さい（１４Ｃが少ない）ほど古い年代を示し，pMCが１００以上（１４Ｃの量が標準現代炭素と同等

以上）の場合Modernとする。この値もδ１３Ｃによって補正する必要があるため，補正した値を

表１に，補正していない値を参考値として表２に示した。

� 暦年較正年代とは，年代が既知の試料の１４Ｃ濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ，過

去の１４Ｃ濃度変化などを補正し，実年代に近づけた値である。暦年較正年代は，１４Ｃ年代に対応す

る較正曲線上の暦年代範囲であり，１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準偏差（２σ＝

９５．４％）で表示される。グラフの縦軸が１４Ｃ年代，横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログ

ラムに入力される値は，δ１３Ｃ補正を行い，下一桁を丸めない１４Ｃ年代値である。なお，較正曲線

および較正プログラムは，データの蓄積によって更新される。また，プログラムの種類によって

も結果が異なるため，年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。こ

こでは，暦年較正年代の計算に，IntCal０９データベース（Reimer et al.２００９）を用い，OxCalv４．１

較正プログラム（Bronk Ramsey２００９）を使用した。暦年較正年代については，特定のデータベー

ス，プログラムに依存する点を考慮し，プログラムに入力する値とともに参考値として表２に示

した。暦年較正年代は，１４Ｃ年代に基づいて較正（calibrate）された年代値であることを明示する

ために「cal BC／AD」（または「cal BP」）という単位で表される。

６ 測定結果

木片の１４Ｃ年代は，不條１区９層出土の５が２５３０±３０yrBP，不條３区５層出土の６が１０９０±３０yrBP，

不條４区４層出土の７が８６０±２０yrBPである。暦年較正年代（１σ）は，５が７８６～５７１cal BCの間

に４つの範囲，６が８９８～９９０cal ADの間に２つの範囲，７が１１７０～１２１５cal ADの範囲で示される。

５は縄文時代晩期から弥生時代への移行期頃，６は古代，７は古代から中世頃に相当する。

試料の炭素含有率はすべて５０％を超え，化学処理，測定上の問題は認められない。
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［参考］暦年較正年代グラフ

【文献】

Stuiver M. and Polach H.A.1977 Discussion: Reporting of 14C data, Radiocarbon 19(3), 355-363

Bronk Ramsey C.2009 Bayesian analysis of radiocarbon dates, Radiocarbon 51(1), 337-360

Reimer, P.J. et al. 2009 IntCal 09 and Marine 09 radiocarbon age calibration curves, 0-50,000 years cal BP, Radiocar-

bon 51(4), 1111-1150

表２

測定番号
δ１３Ｃ補正なし 暦年較正用

（yrBP）
１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

Age（yrBP） pMC（％）

IAAA‐１１２２２５ ２，５９０±３０ ７２．４５±０．２３ ２，５２７±２６

７８６calBC‐７５０calBC（２４．１％）
６８７calBC‐６６６calBC（１５．４％）
６４２calBC‐５９２calBC（２６．６％）
５７６calBC‐５７１calBC（２．１％）

７９３calBC‐７３２calBC（３０．８％）
６９１calBC‐６６１calBC（１８．３％）
６５１calBC‐５４４calBC（４６．３％）

IAAA‐１１２２２６ １，１８０±３０ ８６．３４±０．２８ １，０８９±２８
８９８calAD‐９２０calAD（２３．２％）
９４５calAD‐９９０calAD（４５．０％）

８９３calAD‐１０１４calAD（９５．４％）

IAAA‐１１２２２７ ９１０±２０ ８９．２６±０．２５ ８５５±２４ １１７０calAD‐１２１５calAD（６８．２％）
１０５７calAD‐１０７５calAD（２．９％）
１１５４calAD‐１２５５calAD（９２．５％）

［参考値］
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原の辻遺跡の花粉分析

はじめに

長崎県壱岐郡芦辺町・石田町に所在する原の辻遺跡は，壱岐島南東部の深江田原と呼ばれる平野に

舌状に伸びた台地を中心に立地する。これまでの発掘調査から，本遺跡は弥生時代・古墳時代を主体

とした集落跡であることが知られている。

今回の分析調査では，平成２３年度調査区の不條１区～４区より採取された土壌試料を対象に，古植

生に関する情報を得ることを目的として，花粉分析を実施する。

１ 試料

分析試料は不條１区～４区より採取された土壌４点であり，これらの土壌試料はタッパーウェアに

て採取されている。室内にて試料を観察した結果，不條１区９層は，褐灰色粘土からなり，炭化物が

わずかに含まれる。不條３区９層は，褐灰色粘土であり，粘性が高い。不條３区５層は，黒色粘土か

らなり，炭化材などを含む。なお，本層は河川堆積土壌と考えられている。不條４区４層は，褐灰～

灰色粘土からなり，弱い酸化鉄の沈着が認められる。

２ 分析方法

試料約１０�について，水酸化カリウムによる泥化，篩別，重液（臭化亜鉛，比重２．３）による有機

物の分離，フッ化水素酸による鉱物質の除去，アセトリシス（無水酢酸９：濃硫酸１の混合液）処理

による植物遺体中のセルロースの分解を行い，物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残渣をグ

リセリンで封入してプレパラートを作成し，４００倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し，出

現する全ての種類について同定・計数する。同定は現生標本や島倉（１９７３），中村（１９８０）等を参考

にする。

結果は同定・計数結果の一覧表，及び主要花粉化石群集の散布図として表示する。図表中で複数の

種類をハイフォンで結んだものは，種類間の区別が困難なものを示す。図中の木本花粉は木本花粉総

数を，草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として，百分率で出現率

を算出し図示する。なお，木本花粉総数が１００個体未満のものは，統計的に扱うと結果が歪曲する恐

れがあるので，出現した種類を＋で表示するにとどめておく。

３ 結果

結果を表１，図１に示す。不條１区９層は花粉化石の産状が悪く，定量解析を行えるだけの個体数

を得ることができなかった。わずかに検出される花粉化石の保存状態も悪く，多くの花粉外膜が破損

あるいは溶解の影響を受けていた。検出された種類では，木本花粉ではマキ属，マツ属，コナラ属ア

カガシ亜属，クリ属，シイ属などが，草本花粉ではイネ科，ヨモギ属などが認められる。

不條３区９層では，花粉化石は１個体も検出されず，イノモトソウ属をはじめとするシダ類胞子が

わずかに認められるにすぎない。
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不條３区５層からは，花粉化石が豊

富に産出し，保存状態も比較的良好で

ある。

その花粉化石群集についてみると，

木本花粉ではアカガシ亜属が最も多く

産出し，マツ属，スギ属，コナラ属コ

ナラ亜属，クリ属，シイ属，エノキ属

－ムクノキ属等を伴う。草本花粉では

イネ科が多産し，カヤツリグサ科，サ

ナエタデ節－ウナギツカミ節，セリ科，

ヨモギ属等を伴う。また，ガマ属，ミ

クリ属，オモダカ属，ミズオオバコ属，

イボクサ属，ミズアオイ属，ゴキヅル

属等の，水湿地生植物に由来する花粉

化石も検出される。

不條４区４層でも，花粉化石が豊富

に産出し，保存状態も比較的良好であ

る。花粉化石群集をみると，木本花粉

ではマツ属が多産し，マキ属，ツガ属，

スギ属，アカガシ亜属等を伴う。草本

花粉ではイネ科が多産し，カヤツリグ

サ科，サナエタデ節－ウナギツカミ節，

セリ科，ヨモギ属，キク亜科，タンポ

ポ亜科等を伴う。水湿地生植物では，

ガマ属，ミクリ属，オモダカ属，デン

ジソウ属，ミズワラビ属等が認められ

る他，栽培種であるソバ属花粉も，わ

ずかではあるが検出される。

４ 考察

花粉化石の産出状況が悪かった不條

１区１１層および不條３区９層について

は，花粉化石から古植生を検討するこ

とは困難である。花粉化石・シダ類胞

子の産出状況が悪い場合，元々取り込

まれる花粉量が少なかった，あるいは

取り込まれた花粉が消失した，という

表１ 花粉分析結果
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２つの原因があげられる。今回，不條１区９層よりわずかに検出された花粉化石は，花粉外膜が破

損・溶解するなど保存状態が悪かった。一般的に花粉やシダ類胞子の堆積した場所が，常に酸化状態

にあるような場合，花粉は酸化や土壌微生物によって分解・消失するとされている（中村，１９６７；徳

永・山内，１９７１；三宅・中越，１９９８など）。これらのことから，不條１区９層および不條３区９層で

は，堆積時に花粉・シダ類胞子が取り込まれにくかった，あるいは取り込まれた花粉・シダ類胞子が

経年変化により分解・消失した可能性がある。なお，不條１区９層から検出される種類は，後述する

不條３区５層および不條４区４層で多産する種類であることから，同様の植生を反映していた可能性

がある。

花粉化石が豊富に産出した不條３区５層および不條４区４層をみると，木本類で多産する種類は同

様であるが，産出する割合が試料により異なる。不條３区５層ではコナラ属アカガシ亜属が最も多く

産出し，マツ属，スギ属，コナラ属コナラ亜属，クリ属，シイ属，ニレ属－ケヤキ属，エノキ属－ム

クノキ属等を伴う。これに対し不條４区４層ではマツ属が多産し，マキ属，ツガ属，スギ属，アカガ

シ亜属等を伴い，コナラ亜属，クリ属，シイ属，ニレ属－ケヤキ属，エノキ属－ムクノキ属等の割合

が低くなる。このうち，アカガシ亜属，シイ属などは暖温帯性常緑広葉樹林の主要構成要素であり，

マキ属，ツガ属，スギ属などは温帯針葉樹樹林の構成要素である。マツ属（特に複維管束亜属）は生

育の適応範囲が広く，尾根筋や湿地周辺，海岸砂丘上など他の広葉樹の生育に不適な立地にも生育が

可能であるほか，極端な陽樹であることから，伐採された土地などに最初に進入する二次林の代表的

な種類でもある。また，コナラ亜属，ニレ属－ケヤキ属，エノキ属－ムクノキ属などは，渓谷沿いや

河畔などに生育する種が含まれており，サワグルミ属，クマシデ属－アサダ属，ハンノキ属等も同様

である。

これらの生育環境と２試料の堆積環境，すなわち不條３区５層が河川堆積土壌，不條４区４層が落

ち込み堆積土壌と想定されていることを考慮すると，不條３区５層では河川の集水域などの比較的広

範囲の森林植生を反映するのに対し，不條４区４層では，調査区周辺の比較的近傍の植生を反映して

いる可能性がある。従って，周辺にはアカガシ亜属やシイ属を主体する常緑広葉樹林が主に生育して

おり，部分的にマキ属，ツガ属，スギ属等の温帯針葉樹も生育していたと考えられる。また，幡鉾川

をはじめとする周辺河川沿いなどに，コナラ亜属，ニレ属－ケヤキ属，エノキ属－ムクノキ属等の木

本類が生育していた可能性がある。一方，調査区周辺については，両試料とも草本類の占める割合が

高いことから，開けた空間が存在していたと推測され，その周囲では二次林や海岸植生などのマツ属

図１ 主要花粉化石群集

―５４―



が多く認められたと考えられる。

一方草本類の産状を見ると，両試料とも群集組成が類似しており，イネ科が多産し，カヤツリグサ

科，サナエタデ節－ウナギツカミ節，セリ科，ヨモギ属，キク亜科，タンポポ亜科等を伴う。これら

は，いずれも開けた明るい場所を好む「人里植物」を多く含む分類群である。よって，これらが遺跡

内やその周囲に草地を形成していたと推測される。また，ガマ属，ミクリ属，オモダカ属，ミズオオ

バコ属，イボクサ属，ミズアオイ属，ゴキヅル属，デンジソウ属，ミズワラビ属など，水湿地に生育

する草本・シダ類が検出された。このことから，不條３区５層を形成した河川やその周辺湿地に，こ

れらの水湿地生植物が生育していたと推測される。なお，不條４区４層からは，栽培種であるソバ属

の花粉も検出されたことから，当該期における栽培・利用が窺える。

既存の調査事例によると，九州北部では約８，０００年前頃を境にアカガシ亜属，シイ属，マキ属など

からなる照葉樹林へ移行し，約６，０００年前以降に優占するが，弥生時代中期～古墳時代（約２，０００～１，５００

年前）になるとマツ属やイネ科が急激に増加し始めるとされている（畑中ほか，１９９８など）。今回の

分析結果も，既存の調査事例と調和的である。また，過去に花粉分析が実施されている石田高原地区

の弥生時代後期～古墳時代初頭とされる溝覆土では草本花粉が多産し，イネ科が優占する群集が得ら

れている（株式会社 古環境研究所，２００３）。今回の分析結果でも，これと同様の傾向が認められた。
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図版１ 花粉化石
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